
０

は
じ
め
に

筆
者
は
武
田
科
学
振
興
財
団
杏
雨
書
屋
発
行
の
雑
誌
『
杏
雨
』
第
十
五
号
（
二
〇
一
二
）
に
掲
載
さ
れ
た
平
野
満
氏
の
講
演
記
録
「
小
野

蘭
山
の
本
草
学
と
天
産
物
の
情
報
収
集
」
を
読
み
進
む
う
ち
、
多
少
腑
に
落
ち
な
い
点
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。
平
野
氏
が
前
置
き
と
し

て
我
が
国
に
お
け
る
本
草
学
の
流
れ
を
概
観
さ
れ
た
中
で
、
江
戸
時
代
に
編
集
さ
れ
た
『
庶
物
類
纂
』
と
「
産
物
帳
」
に
触
れ
た
箇
所
（
一

九
三
〜
一
九
四
頁
）
に
お
け
る
次
の
三
点
で
あ
る
。

�
『
庶
物
類
纂
』
は
漢
名
を
集
め
た
書
で
和
名
は
入
っ
て
い
な
い
。

�

丹
羽
正
伯
は
『
庶
物
類
纂
』
を
名
目
と
し
て
「
諸
国
産
物
帳
」
の
作
成
を
全
国
に
行
わ
せ
た
。

�
「
諸
国
産
物
帳
」
が
実
際
に
ど
う
使
わ
れ
た
の
は
不
明
で
あ
る
。

日
本
語
学
の
立
場
か
ら
「
産
物
帳
」
や
『
庶
物
類
纂
』
を
調
査
し
、
成
果
を
発
表
し
て
き
た
筆
者
の
経
験
か
ら
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
問
題

は
既
に
解
決
ず
み
だ
と
考
え
て
い
た
が
、
従
来
の
必
ず
し
も
正
し
く
な
い
認
識
が
本
草
学
関
係
で
権
威
あ
る
杏
雨
書
屋
主
催
の
研
究
会
で
今

も
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
驚
い
た
。

そ
こ
で
、
以
下
に
こ
れ
ら
に
関
す
る
卑
見
を
述
べ
て
大
方
の
誤
解
を
正
し
て
お
き
た
い
。
な
お
、
以
下
の
内
容
の
一
部
は
、
第
八
十
三
回

国
語
語
彙
史
研
究
会
（
二
〇
〇
六
年
九
月
三
〇
日
）
に
お
け
る
筆
者
の
発
表
「『
庶
物
類
纂
』
の
俗
名
記
事
」
と
重
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

丹
羽
正
伯
の
『
庶
物
類
纂
』
編
集
と
「
産
物
帳
」

田

籠
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一
『
庶
物
類
纂
』
の
和
名

第
一
点
は
、『
庶
物
類
纂
』
に
和
名
が
入
っ
て
い
る
か
と
い
う
問
題
だ
が
、
本
来
こ
れ
は
原
本
も
し
く
は
復
刻
本
を
披
見
す
れ
ば
容
易
に

判
定
が
つ
く
は
ず
の
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
の
た
め
に
は
若
干
の
予
備
的
な
知
識
を
要
す
る
。

稲
生
若
水
の
編
集
に
よ
る
「
前
編
」
三
六
二
巻
（
草
属
、
花
属
、
鱗
属
、
介
属
、
羽
属
、
毛
属
、
木
属
、
果
属
、
味
属
）
が
漢
籍
か
ら
の

抄
出
記
事
を
内
容
と
す
る
の
は
周
知
の
と
お
り
だ
が
、
実
は
多
く
の
項
目
に
和
名
が
「
俗
名
」
と
し
て
載
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
草
属
（
巻

二
）
か
ら
例
示
す
る
と
、「
一
名
」
と
し
て
漢
名
の
異
名
が
列
挙
さ
れ
た
後
に
、「
萎
�
」
に
は
「
俗
名
埃
埋
独
哥
魯
」、「
黄
精
」
に
は
「
俗

名
�
而
哥
由
里
」
と
あ
る
。
こ
の
「
俗
名
」
に
続
く
文
字
は
中
国
語
の
近
世
音
に
よ
る
音
訳
漢
字
で
あ
り
、
和
名
「
あ
ま
ど
こ
ろ
」「
な
る
こ

ゆ
り
」
を
表
し
て
い
る
。

杏
雨
書
屋
に
『
庶
物
類
纂
編
輯
始
末
』
と
い
う
若
水
自
筆
本
（
１
）
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。『
庶
物
類
纂
』
の
編
集
に
関
わ
る
若
水
と
加
賀
金

沢
藩
と
の
や
り
と
り
を
書
き
留
め
た
資
料
の
巻
五
に
、
加
賀
藩
の
葛
巻
新
蔵
に
宛
て
た
書
簡
（
年
不
明
、
五
月
十
九
日
付
け
）
の
写
し
が
あ

り
、
若
水
の
次
の
言
が
見
え
る
。

俗
名
ノ
字
音
ハ
全
淅
兵
制
ノ
中
ニ
御
座
候
、
以
路
法
四
十
八
字
ノ
音
注
ヲ
用
申
候
。

「
全
淅
兵
制
」
は
中
国
明
代
の
侯
継
高
撰
『
全
淅
兵
制
考
』（
三
巻
、
万
暦
頃
刊
）
で
あ
り
、「
以
路
法
四
十
八
字
ノ
音
注
」
と
は
同
書
附
録
『
日

本
風
土
記
』（
五
巻
）
の
巻
三
「
以
路
法
四
十
八
字
様
音
註
」（
２
）
を
指
す
。
そ
こ
に
は
日
本
の
「
い
ろ
は
」
の
各
文
字
に
あ
て
る
べ
き
中
国
の

音
訳
漢
字
が
示
さ
れ
て
い
る
。

い

音
以
兮
一
伊
異
通
用

ろ

路
魯
六
盧
�
羅
落
通
用

は

音
法
白
抜
敗
排
拜
通
用

傍
線
を
施
し
た
文
字
が
日
本
の
「
い
ろ
は
」
を
表
す
音
訳
漢
字
で
あ
り
、
最
初
の
文
字
を
と
れ
ば
「
以
路
法
」
と
な
る
（
た
だ
し
、
若
水

が
実
際
に
用
い
た
の
は
、「
い
」
は
「
異
」、「
ろ
」
は
「
魯
」
の
み
。「
は
」
に
「
法
白
抜
」
の
三
字
、「
け

傑
結
�
計
」、「
せ

折
石
設

熱
」
な
ど
四
文
字
を
用
い
る
場
合
も
あ
る
）。
こ
の
「
以
路
法
」
に
従
っ
て
初
め
て
「
埃
埋
独
哥
魯
」
を
「
あ
ま
ど
こ
ろ
」、「
�
而
哥
由
里
」

二



を
「
な
る
こ
ゆ
り
」
と
読
む
こ
と
が
で
き
る
。

若
水
が
こ
の
よ
う
な
特
殊
な
表
記
法
を
採
用
し
た
の
に
は
理
由
が
あ
る
。『
庶
物
類
纂
編
輯
始
末
』
の
巻
一
に
、
若
水
が
四
〇
歳
（
元
禄

七
年
一
二
月
）
の
折
に
認
め
た
有
名
な
覚
書（
３
）
が
あ
り
、
そ
こ
で

中
華
ノ
書
籍
ノ
中
ニ
朝
鮮
国
ノ
人
物
ハ
多
ク
載
リ
申
候
得
共
、
日
本
ノ
人
物
ハ
一
人
モ
無
之
候
。
私
乍
恐
日
本
ノ
耻
ト
奉
存
候
付
、
本

草
一
書
ヲ
作
リ
、
万
物
ノ
理
ヲ
包
羅
仕
リ
、
古
今
ノ
真
偽
ヲ
正
シ
申
、
連
々
ニ
中
華
へ
渡
而
、
大
日
本
国
文
華
ノ
盛
事
ヲ
著
シ
申
度
奉

存
、
編
述
ノ
志
出
来
申
候
。

と
、
中
国
の
人
々
に
日
本
の
本
草
学
の
成
果
を
顕
示
す
る
と
い
う
『
庶
物
類
纂
』
編
集
へ
の
強
い
意
図
を
表
明
し
て
い
る
。
彼
地
の
人
々
に

正
し
く
読
ん
で
も
ら
う
た
め
は
、
そ
れ
に
適
し
た
表
記
法
を
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
選
ば
れ
た
の
が
『
日
本
風
土
記
』
の
音
訳

漢
字
に
よ
る
和
名
表
記
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、『
庶
物
類
纂
』
の
和
名
は
わ
が
国
の
人
が
読
む
た
め
の
記
事
で
は
な
く
、
中
国
に
お
け
る
読

者
を
想
定
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。『
庶
物
類
纂
』に
和
名
が
入
っ
て
い
な
い
と
の
誤
解
は
、
こ
う
し
た
事
情
か
ら
生
じ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

若
水
は
標
準
的
な
和
名
だ
け
を
載
せ
た
の
で
は
な
い
。
草
属
の

前
胡

俗
名
他
尼
石
里

山
城
州
（
巻
六
）

白
薇

俗
名
勿
�
華
落

山
城
州
（
巻
十
一
）

な
ど
、「
た
に
ぜ
り
」「
ふ
な
わ
ら
」
に
「
山
城
州
」
の
注
記
が
備
わ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
そ
れ
ら
が
標
準
的
な
和
名
か
ど
う
か
の
判
断
を

留
保
し
て
山
城
国
の
呼
称
と
し
て
載
せ
て
い
る
。
地
方
名
を
も
掲
げ
よ
う
と
し
た
こ
と
は
「
白
頭
翁
」（
巻
八
）
の
記
事
に
現
れ
て
い
る
。

白
頭
翁

俗
名
肥
眉
法
�

山
城
州

俗
名
折
革
異
索
烏

同
上

又
名
計
異
折
伊
法
�

備
前
州

又
名
紫
抜
忽
頼
古
索

尾
張
州

又
名
地
莫
哥
法
�

信
濃
州

又
名
地
哥
法
�

同
上

又
名
捏
哥
古
索

筑
前
州

表
記
を
改
め
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

白
頭
翁

俗
名
ひ
め
ば
な

山
城
州

俗
名
ぜ
が
い
さ
う

同
上

又
名
け
い
せ
い
ば
な

備
前
州

又
名
つ
ば
く
ら
ぐ
さ

尾
張
州

又
名
ち
ん
ご
ば
な

信
濃
州

又
名
ち
ご
ば
な

同
上

又
名
ね
こ
ぐ
さ

筑
前
州

山
城
だ
け
で
な
く
備
前
・
尾
張
・
信
濃
・
筑
前
の
名
称
を
載
せ
て
い
る
。
前
編
で
数
え
る
と
、
総
計
四
一
〇
例
の
う
ち
山
城
が
一
八
二
と

丹
羽
正
伯
の
『
庶
物
類
纂
』
編
集
と
「
産
物
帳
」
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断
然
多
く
、
備
前
の
三
二
、
筑
前
の
二
四
、
近
江
の
二
二
、
加
賀
の
二
一
と
続
く
。
そ
の
範
囲
は
陸
奥
、
常
陸
、
武
蔵
か
ら
伊
予
、
土
佐
、

さ
ら
に
肥
後
、
薩
摩
ま
で
四
二
国
に
及
ん
で
い
る
。
東
日
本
が
少
な
く
西
日
本
が
多
い
の
は
、
若
水
自
身
の
知
見
の
範
囲
を
示
す
の
で
あ
ろ

う
。
た
だ
し
、
若
水
が
地
方
名
を
収
集
し
た
具
体
的
な
方
法
は
明
ら
か
で
な
い
。
門
弟
、
知
友
か
ら
の
情
報
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
ず
、
筑
前

の
「
ね
こ
ぐ
さ
」
な
ど
は
貝
原
益
軒
の
『
大
和
本
草
』（
巻
九
）
の
記
事
「
猫
草
」
を
引
い
た
可
能
性
も
あ
る
。

後
述
す
る
よ
う
に
丹
羽
正
伯
の
担
当
し
た
「
後
編
」
に
も
多
く
の
俗
名
記
事
が
あ
る
。
そ
こ
で
用
い
ら
れ
て
い
る
音
訳
漢
字
は
若
水
所
用

の
も
の
と
は
異
な
り
、「
い
ろ
は
」
は
「
噎
鹵
法
」、「
け

客
」、「
せ

舎
」
と
一
音
一
漢
字
の
簡
潔
な
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
が

何
に
準
拠
し
た
表
記
法
な
の
か
は
ま
だ
調
べ
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
。

二
「
産
物
帳
」
の
調
査
目
的

第
二
点
は
、
丹
羽
正
伯
が
『
庶
物
類
纂
』
編
集
の
た
め
と
し
て
「
諸
国
産
物
帳
」
を
作
成
さ
せ
た
の
が
単
な
る
「
名
目
」
に
す
ぎ
な
か
っ

た
か
ど
う
か
で
あ
る
。

常
識
的
に
見
て
、
老
中
の
公
達
を
得
て
開
始
し
た
事
業
が
名
目
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
は
信
じ
が
た
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、「
産
物

帳
」
が
『
庶
物
類
纂
』
の
編
集
と
は
必
ず
し
も
関
係
が
な
い
と
い
う
見
解
は
、
産
物
帳
の
発
見
、
再
評
価
と
、
復
刻
本
の
出
版
に
尽
力
さ
れ

た
安
田
健
氏
の
著
書（
４
）
に
す
ら
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

私
見
で
あ
る
が
、
も
と
も
と
こ
の
『
産
物
帳
』
の
調
査
編
集
は
幕
府
の
公
儀
か
ら
発
し
た
も
の
で
な
か
っ
た
。
こ
れ
ほ
ど
の
大
規
模

な
事
業
で
あ
り
な
が
ら
、
幕
府
の
記
録
に
は
『
産
物
帳
』
の
文
字
は
ど
こ
に
も
見
ら
れ
な
い
。（
中
略
）
お
そ
ら
く
こ
の
大
事
業
は
、

幕
閣
の
面
々
の
関
知
し
な
い
と
こ
ろ
で
、
正
伯
の
個
人
的
指
揮
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
に
対
す
る
私
見
を
述
べ
る
前
に
、
正
徳
五
年
（
一
七
一
五
）
に
稲
生
若
水
が
病
死
し
た
と
き
の
加
賀
藩
の
対
応
に
つ
い
て
見
て
お
く

必
要
が
あ
る
。

『
庶
物
類
纂
』
の
編
集
資
料
を
纏
め
た
加
賀
藩
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
加
賀
藩
が
七
月
六
日
の
若
水
の
死
亡
直
後
か
ら
編
集
継
続
の
た
め
に

活
動
し
て
い
た
こ
と
は
同
月
十
日
付
け
小
瀬
復
庵
の
書
簡（
５
）
で
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
若
水
門
下
生
の
う
ち
か
ら
、
当
然

四



の
よ
う
に
松
岡
恕
庵
（
玄
達
）
を
候
補
と
し
て
選
び
、
面
会
し
て
依
頼
し
た
よ
う
で
あ
る
。
結
果
的
に
恕
庵
は
こ
れ
を
辞
退
す
る
の
だ
が
、

そ
の
席
に
お
い
て
恕
庵
の
興
味
深
い
発
言
が
あ
る
。『
庶
物
類
纂
』
の
よ
う
な
大
事
業
を
一
個
人
が
成
し
遂
げ
る
こ
と
の
困
難
さ
を
指
摘
し

た
後
に
、

惣
而
、
草
木
鳥
獣
等
俗
名
之
儀
ハ
、
諸
国
之
方
言
を
も
委
承
合
、
普
く
人
ニ
も
相
尋
候
而
、
其
上
同
志
之
者
と
僉
議
仕
、
其
所
ニ
依
候

而
ハ
各
条
之
末
ニ
其
評
閲
を
附
記
仕
候
歟
。

と
述
べ
て
い
る
。「
俗
名
」
に
つ
い
て
は
諸
国
の
方
言
を
詳
し
く
調
査
し
、
広
く
人
に
尋
ね
て
、
そ
れ
を
同
学
の
者
と
慎
重
に
検
討
し
、
各

条
下
に
結
果
を
附
記
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
。
平
野
氏
に
も
紹
介
が
あ
る
る
よ
う
に
、
恕
庵
が
本
草
の
名
を
正
す
こ
と
に
関
心
が
深
く
、
方

言
に
も
注
意
を
払
っ
て
い
た
こ
と
は
、
そ
の
著
『
用
薬
須
知
』（
享
保
一
一
年
刊
、
五
巻
五
冊
）
に
現
れ
て
い
る
。

シ
ヤ
グ
マ

メ

テ

ス

ニ

チ
ゴ
バ
ナ

白
頭
翁

俗
名
赤
熊
柴
胡
ト
云
者
、
是
也
。
諸
国
方
言
、
最
多
シ
。
聚
二

於
此
一

以
便
二

訪
問
一

。
児
花

賀
州
、
ケ
シ
�
�
マ
ナ
イ
タ

ネ
コ
グ
サ

同
レ
上
、
猫
艸

筑
前
、
チ
ヽ
ン
コ

仙
台
、
ウ
ナ
イ
コ

ゼ
ガ
イ
サ
ウ

京
花
肆
所
レ
称
、
ヒ
メ
バ
ナ

摂
州
大
坂
、
ガ
ク
モ
チ

濃
州
。（
巻
一
７
ウ
）

こ
う
し
た
経
験
か
ら
、
前
編
の
和
名
記
事
に
お
け
る
地
方
名
の
不
足
を
物
足
り
な
く
思
い
な
が
ら
、
し
か
し
諸
国
の
方
言
を
集
め
る
に
は

一
個
人
の
努
力
で
は
限
界
が
あ
る
こ
と
を
見
通
し
た
的
確
な
指
摘
で
あ
る
。

丹
羽
正
伯
が
「
後
編
」
の
編
集
責
任
者
と
な
っ
た
と
き
、
恕
庵
の
指
摘
が
加
賀
藩
を
通
じ
て
伝
わ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
筆
者
は
推
測
す

る
。
そ
し
て
、
正
伯
ら
が
「
諸
国
方
言
を
委
し
く
承
合
」
す
る
手
段
と
し
て
案
出
し
た
の
が
「
諸
国
産
物
帳
」
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で

あ
る
。

こ
の
推
測
を
裏
づ
け
る
の
が
、
調
査
に
先
立
っ
て
正
伯
が
各
藩
に
示
し
た
産
物
帳
の
書
式
例
に
あ
る
注
意
書
き（
６
）
で
あ
る
。

（
穀
類
）
尤
一
色
を
幾
色
に
も
唱
へ
候
は
、
何
々
と
申
儀
、
幾
色
に
て
も
有
之
次
第
書
載
可
申
候
。

（
菜
類
）
名
幾
色
に
て
も
、
有
之
分
不
残
書
加
可
申
候
。

虫
類
の
冒
頭
に
は
「
ま
ひ
�
�
つ
ふ
り
」
を
示
し
、
そ
の
次
に
「
か
た
つ
む
り
」
以
下
の
異
名
を
記
す
よ
う
指
示
し
て
い
る（
７
）
。
産
物

の
存
否
を
調
べ
る
の
が
目
的
で
あ
れ
ば
、
地
方
の
異
名
を
「
有
之
次
第
」「
有
之
分
不
残
」
書
き
載
せ
る
必
要
が
あ
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。
実

丹
羽
正
伯
の
『
庶
物
類
纂
』
編
集
と
「
産
物
帳
」
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態
は
産
物
調
査
に
名
を
借
り
た
動
植
物
方
言
の
調
査
で
あ
り
、
ま
さ
し
く
『
庶
物
類
纂
』
の
編
集
に
資
す
る
目
的
で
行
わ
れ
た
と
い
う
の
が

事
実
で
あ
る（
８
）
。

例
え
ば
、
完
成
が
遅
れ
た
筑
前
福
岡
藩
に
対
し
て
正
伯
は
た
び
た
び
催
促
を
加
え
て
い
る
。
最
初
が
元
文
元
年
（
一
七
三
六
）
七
月
十
九

日
で
、
こ
れ
は
産
物
名
の
み
を
載
せ
た
本
帳
の
こ
と
で
あ
る
。
次
が
元
文
二
年
十
月
十
四
日
で
、
絵
図
註
書
帳
が
七
分
で
も
出
来
て
い
れ
ば

差
し
出
す
よ
う
に
と
の
無
理
な
催
促
で
あ
る
。
三
度
目
が
同
年
十
二
月
二
十
八
日
、
福
岡
藩
が
よ
う
や
く
提
出
し
た
の
は
元
文
三
年
二
月
十

二
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
催
促
を
重
ね
た
か
と
い
え
ば
、
同
年
五
月
に
完
成
を
み
た
『
庶
物
類
纂
』「
後
編
」（
正
伯
担
当
分
）
に
役
立
て

る
た
め
の
期
限
が
切
迫
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

思
う
に
当
初
は
産
物
帳
（
本
帳
）
だ
け
で
用
が
足
り
る
と
い
う
の
が
正
伯
の
考
え
で
は
な
か
っ
た
か
。
と
こ
ろ
が
提
出
さ
れ
た
各
国
の
産

物
帳
記
事
を
見
る
と
、
あ
ま
り
に
多
彩
な
地
方
名
の
羅
列
で
、
名
称
の
み
に
よ
る
種
の
認
定
、
同
定
が
か
な
わ
ず
、
や
む
な
く
説
明
書
（
註

書
）
や
写
生
（
絵
図
）
の
作
成
を
追
加
的
に
要
請
し
た
と
思
わ
れ
る
。
同
様
の
こ
と
は
一
藩
内
に
お
い
て
も
生
じ
た
こ
と
で
、
筆
者
も
か
つ

て
長
門
萩
藩
に
つ
い
て
報
告
し
た
こ
と
が
あ
る（
９
）
。

こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
幕
府
に
「
産
物
帳
」
の
記
録
が
な
い
こ
と
や
、
正
伯
の
も
と
に
集
ま
っ
た
膨
大
な
諸
国
産
物
帳
が
現
存
し
な
い

理
由
も
説
明
で
き
る
よ
う
に
思
う
。
諸
大
名
家
が
苦
心
し
て
作
成
し
、
凝
っ
た
装
幀
を
施
し
て
提
出
し
た
産
物
帳
で
は
あ
る
が
、
正
伯
に
と
っ

て
は
『
庶
物
類
纂
』
が
完
成
す
れ
ば
無
用
と
な
る
編
集
材
料
に
す
ぎ
ず
、
書
籍
と
し
て
保
存
す
る
必
要
を
認
め
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

三
「
産
物
帳
」
の
利
用

第
三
点
は
、
産
物
帳
が
実
際
に
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
不
明
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
『
庶
物
類
纂
』
に
よ
っ
て
明
ら
か
に

な
る
。

延
享
四
年
（
一
七
四
七
）
に
五
四
巻
の
増
補
が
完
成
し
た
と
き
に
作
成
さ
れ
た
四
九
箇
条
か
ら
な
る
「
正
補
庶
物
類
纂
凡
例
」（
１０
）の
二
二
条

は
次
の
と
お
り
で
あ
る
（
私
意
に
よ
る
訓
み
下
し
文
で
掲
げ
る
）。

凡
そ
前
編
に
引
用
の
書
典
は
、
先
師
、
賀
藩
の
書
庫
の
蔵
書
を
蒐
猟
し
て
之
を
抄
録
す
。
後
編
采
集
す
る
所
は
、
竊
か
に
官
庫
の
秘
書

六



マ
マ

を
閲
し
、
且
つ
之
に
加
へ
て
賀
藩
の
籍
を
以
て
す
。
又
、
命
有
っ
て
国
群
を
し
て
其
の
地
方
の
名
称
と
産
物
の
図
と
を
上
げ
し
め
、
交

互
に
演
繹
し
て
其
の
方
名
を
録
す
。
蓋
し
書
籍
は
数
千
を
以
て
計
り
、
巻
策
は
万
を
以
て
計
ふ
。

「
前
編
」
が
も
っ
ぱ
ら
加
賀
藩
の
蔵
書
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
た
の
に
対
し
て
、「
後
編
」
は
幕
府
と
加
賀
藩
の
蔵
書
を
利
用
し
た
だ
け
で
な

く
、
諸
国
に
命
じ
て
提
出
さ
せ
た
「
地
方
の
名
称
」
と
「
産
物
の
図
」
と
を
互
い
に
「
演
繹
」
し
て
「
方
名
」
を
載
せ
た
と
あ
る
。
前
者
が

「
産
物
帳
」、
後
者
が
「
絵
図
註
書
帳
」
に
当
た
り
、
そ
れ
ら
を
勘
案
し
て
俗
名
記
事
を
編
集
し
た
こ
と
が
明
言
さ
れ
て
い
る
。

「
俗
名
」
の
記
載
方
針
は
一
七
条
に
見
え
る
。

凡
そ
称
す
る
所
の
俗
名
、
諸
州
通
呼
の
者
は
其
の
州
名
を
記
さ
ず
。
各
州
称
呼
同
じ
か
ら
ざ
れ
ば
、
某
州
を
記
し
て
以
て
之
を
別
つ
。

俗
呼
、
国
字
を
以
て
記
す
は
、
蓋
し
名
を
誦
せ
ば
実
を
知
る
に
便
と
す
。

標
準
的
な
和
名
・
通
名
と
地
方
名
と
を
区
別
し
て
い
る
。
ま
た
、「
後
編
」
の
音
訳
漢
字
の
右
に
は
片
仮
名
の
振
り
仮
名
が
あ
る
が
、
こ

れ
は
後
人
が
附
し
た
も
の
で
は
な
く
、
最
初
か
ら
し
か
る
べ
き
意
図
を
も
っ
て
加
え
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

こ
の
「
凡
例
」
の
記
載
内
容
が
見
過
ご
さ
れ
て
き
た
理
由
は
不
明
だ
が
、
産
物
帳
と
絵
図
註
書
帳
と
が
『
庶
物
類
纂
』
編
集
の
重
要
な
材

料
で
あ
っ
た
こ
と
を
証
す
る
確
実
な
記
録
だ
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
利
用
の
実
例
を
示
す
（
以
下
の
引
用
で
は
音
訳
漢
字
を
平
仮
名
に
改
め
た
）。『
庶
物
類
纂
』
に
は
「
出
雲
州
」
の
俗
名
が
一
八
例
あ
り
、

す
べ
て
「
出
雲
国
産
物
帳
」（
１１
）の
記
事
と
一
致
す
る
。
そ
の
中
か
ら
異
名
記
事
が
利
用
さ
れ
た
七
例
を
掲
げ
る
（
上
段
が
『
庶
物
類
纂
』
の
漢

名
と
俗
名
、
下
段
が
産
物
帳
の
記
事
）。

水
芹

ま
せ
り

芹

ま
せ
り
、
か
け
せ
り
共
申
候

水
芹

か
け
せ
り

芹

ま
せ
り
、
か
け
せ
り
共
申
候

つ
く
ね
い
も

仏
掌
薯

う
づ
い
も

仏
掌
薯

う
つ
い
も
共
申
候

か
は
た
み

酢
漿
草

か
が
み
ぐ
さ

酢
漿

す
い
草
、
か
ゝ
み
草
共
申
候

金
銀
花

す
い
ば

忍
冬
か
つ
ら

す
い
は
共
申
候

と
う
ら
う

蟷
螂

い
ぼ
じ
り

蟷
螂

い
ほ
ち
り
と
も
申
候

丹
羽
正
伯
の
『
庶
物
類
纂
』
編
集
と
「
産
物
帳
」

七



蜻
蛉

お
ん
ぜ
う

蜻
�

お
ん
せ
う
共
申
候

「
出
雲
国
産
物
帳
」
の
傍
線
部
の
呼
称
を
採
っ
て
俗
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
産
物
調
査
の
書
式
例
で
記
載
を
も
と
め
た
異
名
が

実
際
に
活
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

若
水
個
人
の
収
集
と
産
物
帳
に
よ
る
調
査
結
果
と
、
こ
の
間
に
ど
れ
ほ
ど
の
差
が
あ
る
か
を
端
的
に
示
す
例
と
し
て
サ
ル
ト
リ
イ
バ
ラ
の

記
事
を
示
す
。「
金
剛
藤
」
と
し
て
前
編
の
草
属
（
巻
九
六
）
に
あ
り
な
が
ら
、
後
編
の
蔬
属
（
巻
百
五
）
に
も
「
金
剛
刺
」
と
し
て
重
出
し

て
い
る
か
ら
で
あ
る（
１２
）
。

金
剛
藤

俗
名
さ
る
と
り
い
ば
ら

山
城
州

又
名
み
み
づ
く
い
ば
ら

和
泉
州

又
名
う
ま
か
た
い
ば
ら

備
前
州

金
剛
刺

俗
名
さ
ん
き
ら
い
ば
ら

又
名
か
き
い
ば
ら

又
名
さ
る
と
り
い
ば
ら

又
名
み
み
つ
こ
い
ば
ら

和
泉
州

又
名
い
ば
ら

も
み

伊
勢
州

又
名
い
び
つ
い
ば
ら

近
江
州

又
名
も
う
ぼ
い
ば
ら

紀
伊
州

又
名
み
み
つ
ぶ

同
上

又
名
か
た
ら
ぐ
い

備
中
州

又
名
た
た
ら
ぐ
い

同
上

又
名
を
ば
の
か
き

播
磨
州

又
名
い
く
ち
い
ば
ら

同
上

又
名
む
ま
ぐ
い

同
上

又

名
か
た
ら
ぐ
い

丹
後
州

又
名
ば
ば
い
ば

美
作
州

又
名
い
ぎ
い
ば
ら

石
見
州

又
名
か
つ
ぱ
ぐ
い

同
上

又
名
い
ぎ

同
上

又
名
か
た
ら

同
上

又
名
ほ
て
い
い
ぎ

同
上

又
名
ほ
て
か
づ
ら

同
上

又
名
ま
る
ば
や
う
じ
い
ぎ

同
上

又
名

よ
め
し
ば
り

同
上

又
名
ほ
て
い
の
く
い

周
防
州

又
名
ほ
て
う
い
ぎ

長
門
州

又
名
が
ん
た
ち
い
ば
ら

豊
後
州

又
名

く
わ
く
わ
ら

肥
前
州

又
名
む
ま
か
た
い
ば
ら

同
上

又
名
つ
い
つ
か
み

能
登
州

又
名
さ
る
か
き
い
ば
ら

越
後
州

又

名
め
く
ら
い
ば
ら

越
中
州

又
名
さ
と
む
ば
ら

同
上

又
名
か
め
い
ば
ら

同
上

又
名
が
ん
ど
う
い
ば
ら

尾
張
州

又
名

さ
る
ま
め

信
濃
州

又
名
せ
う
が
く
い
ば
ら

同
上

又
名
や
き
も
ち
ば
ら

下
野
州

又
名
の
か
き
ば
ら

同
上

又
名
た
ち

ら

常
陸
州

又
名
か
ご
ば
ら

上
総
州

後
編
の
地
方
名
の
多
さ
は
驚
く
ば
か
り
で
、
幕
府
の
権
威
を
背
に
し
た
組
織
的
な
調
査
の
威
力
を
ま
ざ
ま
ざ
と
感
じ
さ
せ
る
。
現
存
す
る

各
国
の
産
物
帳
（
の
控
え
本
）
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る
限
り
で
は
、
引
用
に
伴
う
小
さ
な
誤
り
を
含
む
も
の
の
、
俗
名
の
多
く
は
産
物
帳
の

記
事
に
よ
っ
て
裏
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る（
１３
）
。
逆
に
い
え
ば
、
産
物
帳
が
ま
だ
見
出
さ
れ
て
い
な
い
国
々
に
つ
い
て
は
、
右
に
引
か
れ
た

俗
名
を
、
年
代
が
明
ら
か
な
貴
重
な
方
言
資
料
と
し
て
扱
う
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

八



た
だ
、
例
え
ば
上
野
益
三
氏
が
産
物
帳
の
影
響
を
、

正
伯
の
続
修
方
針
は
、
わ
が
国
各
地
の
産
物
の
実
態
調
査
の
結
果
を
集
録
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
若
水
の
『
類
纂
』
が
中
国
の
群
籍

の
抄
出
集
大
成
を
経
と
し
、
自
己
の
観
察
を
緯
と
し
て
成
っ
た
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
正
伯
は
国
内
に
実
在
す
る
動
植
物
の
調
査
台

帳
を
基
礎
と
し
て
編
集
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る（
１４
）
。

と
、「
産
物
の
実
態
調
査
」
を
前
提
と
し
て
、『
庶
物
類
纂
』
の
編
集
方
針
に
ま
で
及
ぼ
さ
れ
た
の
は
い
か
が
か
と
思
う
。
正
伯
が
そ
の
「
自

叙
」（
１５
）
で

な
ら

お
し
は
か

輯
録
す
る
所
、
総
計
二
千
二
百
十
四
種
、
選
例
、
一
に
旧
規
に
效
ひ
、
敢
え
て
自
ら
揣
ら
ず
。

と
い
う
よ
う
に
、
編
集
は
あ
く
ま
で
若
水
の
方
針
に
な
ら
っ
た
も
の
で
、
産
物
帳
の
寄
与
は
俗
名
記
事
に
限
っ
て
認
め
る
の
が
穏
当
で
は
な

い
か
と
考
え
る
。

平
野
満
氏
の
講
演
記
録
に
触
発
さ
れ
て
三
点
に
わ
た
っ
て
卑
見
を
述
べ
た
。

『
庶
物
類
纂
』
の
俗
名
記
事
を
江
戸
時
代
に
お
け
る
動
植
物
方
言
の
資
料
と
し
て
見
る
と
き
、
越
谷
吾
山
の
『
物
類
称
呼
』
や
小
野
蘭
山

の
『
本
草
綱
目
啓
蒙
』（
１６
）
を
量
的
に
し
の
ぐ
と
こ
ろ
が
あ
る
の
は
、
ひ
と
え
に
「
産
物
帳
」
調
査
と
い
う
例
を
見
な
い
事
業
の
た
ま
も
の
で

あ
る（
１７
）
。『

庶
物
類
纂
』
に
お
け
る
俗
名
の
資
料
性
に
最
初
に
注
目
さ
れ
た
の
が
故
迫
野
虔
徳
氏
（
九
州
大
学
名
誉
教
授
）
で
あ
る
こ
と
を
明
記
し
て
お
き
た

い
。
一
九
九
一
年
に
は
既
に
俗
名
記
事
の
抜
書
を
作
成
さ
れ
て
い
た
。
筆
者
は
迫
野
氏
の
教
示
に
よ
り
初
め
て
そ
の
存
在
を
知
り
、
産
物
帳
と
照
合

し
な
が
ら
新
た
に
記
事
を
集
成
し
た
本
文
を
作
成
し
、
索
引
に
着
手
し
た
が
、
諸
種
の
事
情
に
よ
り
未
だ
完
成
を
み
て
い
な
い
。

丹
羽
正
伯
の
『
庶
物
類
纂
』
編
集
と
「
産
物
帳
」
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【
注
】

（
１
）
金
沢
市
立
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵
『
庶
物
類
纂
編
集
并
公
儀
御
□
□
□
□
案
等
集
録
』。
引
用
は
安
田
健
編
『
庶
物
類
纂
』
第
一
一
巻
、

科
学
書
院
、
一
九
九
一
年
、
一
六
〇
頁
。

（
２
）
京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室
編
『
全
淅

兵
制
考

日
本
風
土
記

本
文
、
解
題
、
国
語
・
漢
字
索
引
』
京
都
大
学
国
文
学
会
、
一
九

六
一
年
、
三
七
頁
。

（
３
）
注
１
に
同
じ
。
四
一
四
頁
。

（
４
）
安
田
健
『
江
戸
諸
国
産
物
帳

－

丹
羽
正
伯
の
人
と
仕
事－

』
晶
文
社
、
一
九
八
七
年
、
三
四
頁
。

（
５
）
注
１
に
同
じ
。
一
七
八
頁
。

（
６
）『
筑
前
国
産
物
絵
図
帳
』（
西
日
本
新
聞
社
、
一
九
七
五
年
）
附
録
「
筑
前
国
産
物
並
絵
図
取
調
等
覚
書
」
に
書
式
例
、
関
連
文
書
の
翻
刻

が
あ
る
。
復
刻
本
は
『
享
保
元
文
諸
国
産
物
帳
集
成
』
第
三
巻
。

（
７
）
こ
の
書
式
例
が
あ
る
た
め
、
各
国
の
産
物
帳
の
虫
類
に
は
必
ず
「
蝸
牛
」
の
記
事
が
あ
り
、『
庶
物
類
纂
』（
巻
七
一
）
は
「
か
た
つ
ぶ

り

山
城

近
江

尾
張
」
以
下
に
「
だ
い
り
や
う

対
馬

つ
の
だ
し

陸
奥

で
ん
で
ん
む
し

山
城

大
和

河
内

へ
び
の
た

ま
く
ら

陸
奥

ま
い
ま
い
む
し

安
芸

や
り
だ
せ

相
模
」
な
ど
三
七
も
の
俗
名
を
載
せ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、「
ま
い
ま
い
つ

ぶ
り
」
は
「
美
濃
州
」
の
俗
名
で
あ
る
。

（
８
）
安
田
健
氏
は
『
庶
物
類
纂
』
復
刻
本
の
解
説
「
諸
物
類
纂
の
成
立
と
内
容
に
つ
い
て
」（
第
一
一
巻
）
に
お
い
て
、「
全
国
諸
領
か
ら
書

き
上
げ
さ
せ
た
「
産
物
帳
」
に
よ
り
、
日
本
各
地
で
の
よ
り
多
く
の
呼
称
を
添
え
る
こ
と
も
で
き
た
わ
け
で
あ
る
。」（
八
一
四
頁
）
と

述
べ
、
見
解
を
改
め
ら
れ
た
。

（
９
）
拙
稿
「
萩
藩
に
お
け
る
産
物
帳
の
編
纂
過
程
」
島
根
大
学
法
文
学
部
紀
要
文
学
科
編
、
一
六－

１
、
一
九
九
一
年
。

岡
山
藩
の
『
備
前
国
・
備
中
国

領
内
産
物
帳
』
の
復
刻
本
（
岡
山
県
郷
土
文
化
財
団
、
一
九
八
八
年
）
解
説
（
谷
口
澄
夫
氏
）
に
よ
る

と
、
絵
図
が
求
め
ら
れ
た
産
物
と
実
際
に
作
成
さ
れ
た
絵
図
と
の
間
に
若
干
の
齟
齬
が
あ
る
。
求
め
ら
れ
た
一
つ
の
産
物
に
二
な
い

し
三
の
絵
図
が
作
成
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
一
方
で
、
二
つ
の
産
物
を
併
せ
て
一
つ
の
絵
図
と
し
た
も
の
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
絵
図
を

一
〇



作
成
し
よ
う
と
し
て
初
め
て
同
名
異
物
、
同
物
異
名
が
判
明
し
た
わ
け
で
、
名
称
の
み
で
産
物
を
同
定
す
る
難
し
さ
を
示
し
て
い
る
。

出
雲
国
産
物
帳
に
も
同
様
の
例
が
あ
る
か
ら
、
多
く
の
藩
領
で
生
じ
た
事
態
で
あ
ろ
う
。

（
１０
）
安
田
健
編
『
庶
物
類
纂
』
第
一
巻
、
科
学
書
院
、
一
九
八
七
年
、

（
１１
）
翻
刻
は
田
籠
博
『
出
雲
国
産
物
帳
』
ワ
ン
・
ラ
イ
ン
社
、
二
〇
〇
八
年
。
原
色
絵
図
を
Ｃ
Ｄ
に
収
め
て
い
る
。
復
刻
は
『
享
保
元
文

諸
国
産
物
帳
集
成
』
第
二
〇
・
二
一
巻
（
補
遺
編
三
・
四
）、
科
学
書
院
、
二
〇
〇
三
年
。
な
お
、
第
七
巻
所
収
の
『
出
雲
国
産
物
名

疏
』（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
）
は
後
年
の
粗
雑
な
写
本
で
、
産
物
帳
の
内
容
を
知
る
た
め
に
は
適
当
で
な
い
。

（
１２
）
後
編
の
蔬
属
に
つ
い
て
は
、「
凡
例
」
四
三
条
で
詳
し
く
解
く
よ
う
に
草
属
と
重
な
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
救
荒
目
的
で
あ
る
こ
と
を
強

調
し
て
い
る
が
、
前
編
の
草
属
に
対
す
る
正
伯
の
見
識
を
蔬
属
で
示
そ
う
と
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
１３
）
意
外
な
こ
と
に
、
加
賀
・
能
登
・
越
中
の
俗
名
に
産
物
帳
で
確
認
で
き
な
い
も
の
が
例
外
的
に
多
数
あ
る
。『
庶
物
類
纂
』
と
関
わ
り

の
深
い
加
賀
藩
の
領
地
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
理
解
し
が
た
く
、
今
の
と
こ
ろ
適
切
な
理
由
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
。

（
１４
）『
明
治
前
日
本
生
物
学
史
』
第
一
巻
新
訂
版
、
臨
川
書
店
、
一
九
八
〇
年
、
二
〇
一
頁

（
１５
）
注
１０
に
同
じ
。

（
１６
）
小
野
蘭
山
が
産
物
帳
の
動
植
物
方
言
を
記
録
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
一
九
九
二
年
の
国
語
学
会
秋
季
大
会
（
大
分
大
学
）
で
「
小

野
蘭
山
の
方
言
収
集

－

『
伊
呂
波
別
動
植
物
名
彙
』
を
中
心
に－

」
と
題
し
て
発
表
し
た
。
杏
雨
書
屋
蔵
『
伊
呂
波
別
動
植
物
名
彙
』
は

蘭
山
自
筆
の
動
植
物
名
の
記
録
で
、
そ
の
中
で
「
紀
図
上
・
江
州
図
上
・
佐
渡
図
・
河
内
図
上
」
の
注
記
が
あ
る
記
事
は
産
物
帳
か

ら
の
引
用
で
あ
る
。
ま
た
、
信
濃
国
「
筑
摩
郡
・
高
遠
郡
」
の
記
事
、
尾
張
・
美
濃
両
国
の
各
郡
の
も
の
も
、
尾
張
藩
や
信
濃
国
高

遠
藩
の
産
物
帳
と
一
致
す
る
。
蘭
山
は
こ
れ
ら
の
手
控
え
記
録
か
ら
取
捨
し
て
『
本
草
綱
目
啓
蒙
』
の
方
言
記
事
と
し
た
よ
う
で
、

例
え
ば
佐
渡
国
の
記
事
の
多
く
は
『
伊
呂
波
別
動
植
物
名
彙
』
を
介
し
て
産
物
帳
に
ま
で
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
１７
）「
産
物
帳
」
を
方
言
資
料
と
し
て
利
用
し
た
拙
稿
を
二
編
あ
げ
て
お
く
。

「
方
言
語
彙
資
料
と
し
て
の
諸
国
産
物
帳

－

「
甘
藷
」「
南
瓜
」
の
記
事
を
中
心
に－

」
国
語
学
（
国
語
学
会
）１７１

集
、
一
九
九
二
年

「
近
世
中
期
出
雲
方
言
の
大
き
さ
語
彙
」
国
語
学
（
国
語
学
会
）２０７

集
、
二
〇
〇
一
年

丹
羽
正
伯
の
『
庶
物
類
纂
』
編
集
と
「
産
物
帳
」

一
一


